
＜別紙2-1（共通評価　保育所版）＞ （2021.4）

第三者評価結果　
事業所名：横浜市立松見保育園

共通評価基準（45項目）
Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
１　理念・基本方針

（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。 第三者評価結果

【１】
Ⅰ-１-（１）-①
　理念、基本方針が明文化され周知が図られている。

a

＜コメント＞

２　経営状況の把握

（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。 第三者評価結果

【２】
Ⅰ-２-（１）-①
　事業経営をとりまく環境と経営状況が的確に把握・分析されている。

a

＜コメント＞

【３】
Ⅰ-２-（１）-②
　経営課題を明確にし、具体的な取り組みを進めている。

a

＜コメント＞

３　事業計画の策定

（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。 第三者評価結果

【４】
Ⅰ-３-（１）-①
　中・長期的なビジョンを明確にした計画が策定されている。

b

＜コメント＞

・園の理念や方針、園目標及び保育姿勢は、重要事項説明書や園のしおりに記載され、玄関、事務室に掲示されています。保育理念
は『未来を担う子どもたちの健やかな幸せを願って』で、保育方針は、『子どもの「生きる力・伸びる力」を大切にする』が掲げら
れ、理念との整合性が確保されています。園目標は、「いっぱい遊ぶ子ども・生き生きと活動する子ども・豊かな表現のできる子ど
も・自分もまわりも大切にする子ども」です。
・理念や方針を踏まえ、「子どもの最善の利益の実現を第一に考える」「一人ひとりの発達過程に応じ、見通しを持った保育をす
る」などの「保育姿勢」が掲げられ、職員の行動規範となる具体的な内容となっています。
・理念や方針は、全職員が出席し、月1回実施される職員会議や、園内研修等を通して共有しています。また、年に1回、保護者アン
ケートの結果を踏まえて、職員全員で実施する保育所自己評価の際にも、理念や方針を前提として、課題をクラスごとに話し合い、
振り返りを行っています。
・保護者との共有について、入園説明会の際に、園長が理念や方針について説明しています。また、各クラスで行われる懇談会の際
に、理念や方針を踏まえた各クラスごとの配布資料を作成し、保護者と共有しています。

・社会福祉事業全体の動向については、代表園長会、責任職会議、市立園全体責任職会議等を通して把握しています。会議にはこど
も青少年局の担当者や18区の園長が出席し、情報共有等を行っています。一例として、不適切保育、安全対策等についての区内の保
育所における取り組み状況や実績などを把握しています。
・地域の各種福祉計画の策定動向等については、幼保小連携研修や社会福祉協議会の会議に参加し、把握しています。当園は幼保小
連携推進事業の対象園に指定され、近隣の小学校との連携状況についてこども青少年局に報告しています。
・当園は地域育児支援センター園として、育児支援担当保育士を配置し、園庭開放、育児講座、交流保育等様々な育児支援事業に取
り組んでいます。担当保育士は、育児支援事業の利用者数等について、毎月、地域での特徴・変化等の課題を把握し分析していま
す。また、区の地域子育て支援拠点である、かなーちえに出張保育等で参加し、地域の情報を収集しています。
・毎月の実施児童人数や一時保育の利用者数、また育児支援等の利用者数の報告を通して、定期的に保育のコスト分析や保育所利用
者の推移、利用率等の分析を行っています。

・職員会議やカリキュラム会議、また保育所の自己評価等を通して、具体的な課題や問題点を明らかにし、解決・改善に向けた具体
的な取り組みを進めています。一例として、会計年度任用職員(日額職)の採用と、日々のシフトの体制等が挙げられます。採用に関
しては市のホームページを通した公募や、区内の公立園3園が協力し求人チラシを作成するなど、具体的な取り組みが行われていま
す。今後、園外の掲示板にチラシを掲示する予定です。日々のシフト体制の把握については、事務室に全職員のシフトを確認できる
ホワイトボードを設置しています。ホワイトボードには、各職員の勤務時間に合わせた長さの棒状のマグネットが用意され、都度張
り替えることでシフトの変更等が迅速にできる体制となっています。
・経営課題については、月2回実施される、区責任職会議を通して共有されています。また、月1回、全職員が参加する職員会議にて
共有されています。

・市が策定する基本構想を基に、区が運営方針を定めています。区の運営方針では、誰もがいきいきと暮らし続けられるまちづく
り、地域がつながり魅力にあふれるまちづくり、安全・安心なまちづくりの3つの施策を掲げています。園では3つの施策にもとづい
て、単年度計画である、「松見保育園 目標共有のために職員で取り組みたいこと」をまとめ、具体的な実施内容を記載しています。
年度末に保育所自己評価を実施し、保護者に公表するとともに、次年度以降の課題に取り組んでいます。今後は、区の運営方針にも
とづき、会計年度任用職員(日額職)の採用と、日々のシフトの体制等、園独自の課題に対する中期計画を作成し、実施状況を評価す
る仕組みづくりが期待されます。



【５】
Ⅰ-３-（１）-②
　中・長期計画を踏まえた単年度の計画が策定されている。

a

＜コメント＞

【６】
Ⅰ-３-（２）-①
　事業計画の策定と実施状況の把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解している。

a

＜コメント＞

【７】
Ⅰ-３-（２）-②
　事業計画は、保護者等に周知され、理解を促している。

a

＜コメント＞

４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組

（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。 第三者評価結果

【８】
Ⅰ-４-（１）-①
　保育の質の向上に向けた取組が組織的に行われ、機能している。

a

＜コメント＞

【９】
Ⅰ-４-（１）-②
　評価結果にもとづき保育所として取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施している。

a

＜コメント＞

・園では、区の3つの施策にもとづいて、単年度計画である「松見保育園 目標共有のために職員で取り組みたいこと」を作成してい
ます。「誰もがいきいきと暮らし続けられるまちづくり」については、食（食べる事）への取り組み、地域の親子への子育て支援
等、「地域がつながり魅力にあふれるまちづくり」では、ネットワーク事業、幼保小連携、「安全・安心なまちづくり」では、地域
防災力、安心・安全な保育等が挙げられています。また、「親しみのある保育園」「組織力の向上」「心身共に健康に、明るく、楽
しい職場にすること」などの項目が挙げられ、具体的な取り組み内容が記載されています。今後は、数値目標や具体的な成果等を設
定することなどにより、実施状況の評価を行える計画の策定が期待されます。

（２）　事業計画が適切に策定されている。

・単年度計画である、「松見保育園 目標共有のために職員で取り組みたいこと」は、月1回全職員が参加し実施される職員会議等で
得られた職員の意見等を鑑み、区の3つの施策にもとづいて園長が作成しています。
・単年度計画の評価については、年に1回実施される保護者アンケートを踏まえた、保育所の自己評価を通して実施しています。ま
た、年度末の職員会議を通して、振り返りが行われ、次年度の計画に反映させています。単年度計画に関連する行事等については、
各行事担当者で振り返り、その後職員会議等で共有され計画に反映しています。また、単年度計画の内容は、各職員が記載する目標
共有シートにも反映され、各職員の振り返りを通して評価されています。
・単年度計画は、職員会議等を通して周知されるとともに、計画内の組織力の向上の項目に記載がある、各種マニュアルの理解・見
直し等、具体的な取り組みを通して理解を促しています。

・単年度計画については、入園説明会で全体的な計画の説明をする際に、関連する内容について保護者との共有を図っています。ま
た、クラス懇談会の配布資料に保育内容に関連する計画について記載するなど、周知、説明の工夫を行っています。今後は、単年度
計画で示される「安心・安全なまちづくり」「誰もがいきいきと暮らしつづけられるまちづくり」「地域がつながり魅力にあふれる
まちづくり」等について、入園説明会等を通して、広く周知されることが期待されます。
・全体的な計画を各クラスに掲示するとともに、毎月の園だよりで各クラスの保育内容を伝えるなど、保護者等がより理解しやすい
ような工夫を行っています。また、写真と文章を通して、活動の過程を分かりやすく伝えるために、ドキュメンテーションを作成
し、クラスごとに掲示しています。

・保育の質の向上に向けて、年間指導計画、月間指導計画等の各種指導計画を時期に応じて振り返るとともに、カリキュラム会議、
クラス会議、リーダー会議、乳幼児会議等を通して組織的にPDCAサイクルにもとづく取り組みを実施しています。会議に参加できな
い職員に対しては、別途報告会を設け、全職員で共通認識を持てるよう取り組んでいます。
・日々の保育内容については、ドキュメンテーション日誌を作成し、園長や主任と写真を使って具体的な子どもの様子や取り組みを
共有しています。
・毎年、年度末に保育所全体の自己評価に全職員で取り組み、評価された内容については単年度計画にも反映させています。また、
評価結果を園内に掲示し、保護者との共有が図られています。5年に1度、外部機関による第三者評価を受審しています。
・職員会議で、行事等の振り返りを行うとともに、行事後の保護者からの感想やコメントについて分析、検討する場が組織として位
置づけられ実行されています。

・保育所全体の自己評価については、園の保育方針と園目標をもとに、今年度の課題、取り組み状況、次年度の課題・改善点の項目
を設け、具体的な課題や取り組み状況が記載されています。課題等については、職員会議で共有され、会議録に記録されています。
・保育所全体の自己評価を踏まえ、防災教育、感染症への取り組み、保育の見える化の課題を挙げ、具体的な取り組みにつなげてい
ます。防災教育では、避難訓練の一環として防災キャンプを行い、防災用アルミシートや簡易トイレの使い方を体験しました。感染
症への取り組みについては、状況等が分かりづらいという意見を踏まえ、感染症の状況を伝えるホワイトボードを作成しました。
ボードには、病名、発生日、提出が必要な書類、クラス等の項目が設けられ、一目で状況が分かるよう工夫されています。また、マ
グネットで貼り替えられるように工夫され、迅速な対応が可能です。保育の見える化については、写真と文章で保育の様子を伝える
ドキュメンテーションを通して、取り組んでいます。一例として、パーランクの取り組み過程等を子どもの様子や出来事を交えなが
ら、分かりやすく伝えるなどの取り組みが行われています。



Ⅱ　組織の運営管理
１　管理者の責任とリーダーシップ

第三者評価結果

【10】
Ⅱ-１-（１）-①
　施設長は、自らの役割と責任を職員に対して表明し理解を図っている。

a

＜コメント＞

【11】
Ⅱ-１-（１）-②
　遵守すべき法令等を正しく理解するための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【12】
Ⅱ-１-（２）-①
保育の質の向上に意欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

【13】
Ⅱ-１-（２）-②
　経営の改善や業務の実効性を高める取組に指導力を発揮している。

a

＜コメント＞

（１）　管理者の責任が明確にされている。

・園長は、区の運営方針をもとに、園の状況を鑑み、事業計画（MBO）を作成し、年度初めの職員会議で、園として取り組むことにつ
いての、自らの役割と責任を表明しています。
・毎月の園だよりの冒頭には、園長の文書を記載し、子どもの活動の様子や今後の行事について等を伝えるなど、自らの役割と責任
について表明する取り組みを行っています。また、災害対応（地震・火災・風水害等）マニュアルや苦情解決制度を通して、園長の
役割が明確に示されています。
・有事（災害、事故等）における園長の役割と責任については、保育教育施設活動班マニュアルに明確化されています。園長不在時
には、代行保育士へ報告をすることなどの権限委任等についても明確化されています。

・園長は区の経理研修や人権に関する研修、パワーハラスメントに関する研修等を受講するなど、遵守すべき法令等の把握をしてい
ます。また、毎年、市の保育士責任職研修に参加し、人材育成等について学ぶなど、法令遵守の観点での経営に関する研修や勉強会
に参加しています。
・園長は、環境への配慮等も含む幅広い分野について遵守すべき法令等を把握し、具体的な取り組みにつなげています。一例として
職員と共に、ゴミの分別やエネルギーカルテシステムを使用した光熱費の削減等に努めています。また、プラスチックの廃材などを
工作に利用するなど、SDGsを意識した取り組みを行っています。SDGsの取り組みについては、保育所の自己評価の結果に記載され、
園内研修のテーマに取り上げるなどして、さらに考える機会を設けています。
・園長は、定期的に情報セキュリティー、不祥事防止、リスクマネジメント、人権に関する研修を実施するなど、職員に対して遵守
すべき法令等を周知し、また遵守するための具体的な取り組みを行っています。

（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

・園長は、ドキュメンテーション日誌や各種指導計画をもとに、保育の現状の把握、評価、分析を行っています。また、毎日実施さ
れるミーティングの中で、各クラスの子どもの様子や伝達事項、特記事項等を把握しています。
・園長は、全職員が参加して、月1回実施される職員会議、カリキュラム会議に参加し、行事等の進捗状況や、当月の保育内容等につ
いて定期的に評価、分析を行うなど、保育の質の向上について組織内に具体的な体制を構築し、自らもその活動に積極的に参画して
います。
・園長は、年に3回実施される職員面談を通して、各職員の意見を把握し、具体的な取り組みにつなげています。一例として、面談の
中でわらべうたに興味を持つ職員がいた際に、同様にわらべうたに興味がある職員同志を仲介し、職員間の学び合いの場を作るなど
の取り組みにつなげています。
・園長は、こども青少年局の年間研修計画と神奈川区保育連携ネットワーク構築事業研修を踏まえ、園の保育・教育研修年間計画を
作成しています。作成した内容を踏まえ、職員が研修に参加できるよう、シフト等の体制を整えています。

・毎年11月に、職員が市の人材システムに来年度の意向等を入力、園長はその内容を踏まえた職員面談を実施し、詳細を把握しま
す。面談内容等は、異動やクラス担任の配置に生かすなど、経営の改善や業務の実効性の向上に向けた具体的な取り組みにつなげて
います。
・園長は、働きやすい環境整備の一環として、職員の研修参加時間の確保、事務作業時間の確保、情報共有に取り組んでいます。事
務作業時間については、クラス内で相談し子どもの出席人数等に合わせて、時間を確保する仕組みがあります。クラス内で調整が難
しい際は、主任が園全体の職員体制を踏まえ調整しています。情報共有については、職員会議やカリキュラム会議等に参加できない
職員に対し、別途報告会を開き、直接内容を伝えています。
・園では分野ごとにプロジェクトチームを形成し、保育の質の向上につなげています。プロジェクトチームには、園内研修、みどり
アップ事業、行事、第三者評価プロジェクトがあり、全職員がいずれかのプロジェクトに所属し、定期的な会議を実施しています。
園長は各プロジェクトの状況把握と業務推進に努めています。



２　福祉人材の確保・育成

第三者評価結果

【14】
Ⅱ-２-（１）-①
　必要な福祉人材の確保・定着等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施されている。

a

＜コメント＞

【15】
Ⅱ-２-（１）-②
　総合的な人事管理が行われている。

a

＜コメント＞

【16】
Ⅱ-２-（２）-①
　職員の就業状況や意向を把握し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

a

＜コメント＞

【17】
Ⅱ-２-（３）-①
　職員一人ひとりの育成に向けた取組を行っている。

a

＜コメント＞

（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

・必要な福祉人材や人員体制に関する基本的な考え方については、こども青少年局が作成した、保育士分野人材育成ビジョンに示さ
れています。人材育成ビジョンには、保育士職の人材育成の3つの基本方針や人材育成体系にもとづく保育士の人材育成の取り組みと
して、1．OJTにおける人材育成、2．人事考課、3．研修・自己評価、4．人事異動の4点を挙げ、職員一人ひとりの能力開発とキャリ
ア形成を支援し、個々の能力を最大限に引き出すことが記載されています。
・正規職員の雇用に関しては市が担い、会計年度任用職員の採用については、会計年度任用マニュアルにもとづき、園長が区の担当
課に相談し、人材の確保につなげています。また、区内の公立園3園が協力し求人チラシの作成を行っています。今後は、園として経
営課題にも挙げている、会計年度任用職員(日額職)の効果的な人材確保の仕組みづくりが期待されます。

・「期待する職員像」については、横浜市職員行動基準に示されています。行動基準には、「市民・社会の要請を実現するために行
動します」「市民から信頼されるよう誠実・公正に行動します」「人権と環境に配慮し、行動します」等が記載されています。名刺
サイズにまとめられた職員行動基準を、全職員が携帯しています。
・事務所には、保育士の姿勢として、「子どもの最善の利益を第一に考える」「一人ひとりの発達過程に応じ、見通しを持った保育
をする」「広い園庭や畑などの環境を活かし、体験的な保育をする」等が掲示されています。
・人事考課として、正規職員は、目標共有シートを記載しています。目標共有シートに、年度初めに各職員が目標を立て、具体的な
取り組み事項・達成時期について記載しています。記載された共有シートは、年に3回振り返りが実施されています。会計年度任用職
員は、園独自の書式で振り返りを行っています。振り返られた内容を評価・分析し、処遇改善につなげています。
・職員が、自ら将来の姿を描くことができるような総合的な仕組みづくりとして、保育士キャリアラダーを使用しています。キャリ
アラダーには、3段階の職位別に、それぞれ求められる能力が記載されています。具体的には、保育理念、子どもの発達の援助、保護
者・地域に対する支援等の項目について求められる姿の記載があります。研修等を通して求められる姿を身につけていくことで、ス
テップアップしていく仕組みとなっています。

（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

・正規職員については、園長及び主任が勤務状況システムを使用し、休暇、時間外労働等の就業状況を把握しています。会計年度任
用職員については、紙面で管理し園長が把握しています。把握された内容については、毎月末に区に実績報告をしています。
・職員の心身の健康と安全の確保の観点で、定期健康診断、腰痛頸肩腕チェック、ストレスチェック、健康相談員への相談等心身の
健康と安全の確保に取り組んでいます。
・職員の悩み等を相談する機会として、年3回の職員面談を設けるとともに、市の相談窓口を紹介しています。また、日ごろから職員
同士が声を掛け合う職場づくりに努めるなど、職員が相談しやすい組織内の工夫をしています。
・総合的な福利厚生として、市の職員厚生会を利用し、実施しています。
・ワーク・ライフ・バランスに配慮した取り組みの一環として、ストレスチェックを行っています。ストレスチェックは、市から各
職員にアンケート用紙が配布され、回答内容を市が分析し園にフィードバックしています。フィードバックされた内容を踏まえ、必
要に応じて職員面談等を行い、体調確認や休暇の取得など、必要な対応に取り組んでいます。
・働きやすい職場づくりの一環として、次年度の勤務体制や希望担当クラス等について紙面で職員に聞き取りを実施しています。職
員一人ひとりの意欲と思いを尊重し、モチベーションを保てるよう配慮しています。

（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

・「期待する職員像」については、市の職員行動基準、保育士キャリアラダーに示されています。職員は行動基準やキャリアラ
ダー、単年度計画である、「松見保育園 目標共有のために職員で取り組みたいこと」を踏まえ、目標共有シートを記載しています。
目標共有シートは、業務目標に対し具体的に取り組む内容や達成時期などを記載するとともに振り返り内容を記載する書式となって
います。また、業務の質、業務の量、積極性等の担当業務に関する自己評価を5段階で実施し、総合評価を記載しています。
・職員一人ひとりの目標管理のための仕組みとして、目標共有シートを使用した、年3回の職員面談があります。園としての目標、区
としての方針を周知し、年度初めの個別面談にて、各職員の目標を設定しています。会計年度任用職員は、園独自の書式で目標を立
て、振り返りを行っています。中間面談や年度末の面談では、目標共有シートの達成度や担当業務に対する自己評価を通して、適切
な進捗状況の確認が行われています。



【18】
Ⅱ-２-（３）-②
　職員の教育・研修に関する基本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されている。

a

＜コメント＞

【19】
Ⅱ-２-（３）-③
　職員一人ひとりの教育・研修の機会が確保されている。

a

＜コメント＞

【20】
Ⅱ-２-（４）-①
　実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成について体制を整備し、積極的な取組をしている。

a

＜コメント＞

３　運営の透明性の確保

第三者評価結果

【21】
Ⅱ-３-（１）-①
　運営の透明性を確保するための情報公開が行われている。

a

＜コメント＞
・園の理念や基本方針、保育の内容、育児支援事業等については市のホームページ等で公開しています。市のホームページでは、育
児相談、園庭開放、交流保育等、園の育児支援事業の開催日や時間等を公開しています。
・苦情・相談の体制については、重要事項説明書の保育内容に関する相談・要望・苦情の項目にまとめられ、入園説明会で説明して
います。苦情解決のための仕組みを図で示し、第三者委員の連絡先を記載するなど分かりやすく示しています。これらの内容は玄関
にも掲示されています。
・第三者評価の受審については、重要事項説明書の保育所および保育の質の評価の項目にまとめられ、実施方法や実施回数等が示さ
れています。結果については、こども青少年局や社会福祉協議会のホームページで公表しています。
・園で実施する育児支援について、園庭開放、ホール開放、交流保育、誕生会等の写真を掲載したチラシを作成し、区の地域子育て
支援拠点で配布するとともに、門外の掲示板に育児講座等の内容を掲示するなどして、園で行っている活動を紹介し、社会・地域に
対して園の存在意義や役割を明確にするように努めています。

・保育士分野人材育成ビジョンには、「1．保育士は高い専門性を持つ重要な人的財産であることを念頭に育成を進める」、「2．保
育士は主体的に学び、身に着けた力を発揮できるよう職場全体で取り組む」、「3．人材育成体系に基づく経験を積むことで、力が発
揮できるよう育成する」の3つの人材育成の基本方針が掲げられています。
・園が職員に必要とされる専門技術や専門資格について、キャリア自己分析表で明示しています。分析表は、これまでに身に着けた
能力・経験、行政職員として身に着けた実務能力、保育士として身に着けた専門能力等について評価しています。また、今まで受講
した研修内容に印をつけ、受講内容を確認することができます。園長は、年度末の面談にて、キャリア分析表の評価、見直しを通し
て、必要とされる専門技術や専門資格を伝えています。
・こども青少年局の年間研修計画と神奈川区保育連携ネットワーク構築事業研修を踏まえ、園で保育・教育研修年間計画を作成して
います。保育・教育研修年間計画をもとに、受講対象者を募り、必要な研修が受講できるよう体制を整えています。また、園内研修
では会計年度任用職員も参加し、嘔吐処理や不審者対応、第三者評価等についての研修を実施しています。

・個別の職員の知識、技術水準、専門資格の取得状況等については、キャリア自己分析表を通して把握しています。
・新任職員に対しては、個別的なOJTを行い、いつでも相談できる体制が整っています。OJTで取り組む内容については、所定の書式
により1年目、2年目ごとに内容が定められ、1年目は市のトレーナー研修を受講した保育者が担当し、2年目以降は園長が担当してい
ます。取り組み内容については、市の担当課に報告しています。
・園では、職員の職務や必要とする知識・技術水準に応じて、こども青少年局が主催する研修に積極的に参加できるよう配慮してい
ます。こども青少年局が主催する研修では、初級、中級、上級、施設長・園長向け研修等、階層別研修が計画され、職種や経験に応
じた研修を受講することができます。受講後は、職員会議等で研修報告を行い、情報共有に取り組んでいます。

（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

・実習生等の保育に関わる専門職の研修・育成に関する基本姿勢は、実習生受け入れ基本方針・受け入れマニュアルに明文化してい
ます。マニュアルに沿って、オリエンテーションから実習終了まで、実習依頼書や評価表等の各種書類のやりとりを迅速に行ってい
ます。オリエンテーションの際は、「ようこそ松見保育園」の資料を使用し、実りのある実習となるよう実習全容について説明して
います。
・県が発行する、「実習生と実習指導者が共に育ちあう保育実習」を使用し、職員に対して、実習受け入れ時の指導ポイントを周知
しています。また、実習指導者は、こども青少年局が主催する、実施指導者研修を必要に応じて受講しています。
・学校との連携については、実習前に実習生の様子等について学校担当者から聞き取りを行い、その後学生とのオリエンテーション
を実施しています。実習中は学校担当者の巡回等を通して、継続的な連携を維持していくための工夫を行っています。

（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



【22】
Ⅱ-３-（１）-②
　公正かつ透明性の高い適正な経営・運営のための取組が行われている。

a

＜コメント＞

４　地域との交流、地域貢献

第三者評価結果

【23】
Ⅱ-４-（１）-①
　子どもと地域との交流を広げるための取組を行っている。

a

＜コメント＞

【24】
Ⅱ-４-（１）-②
　ボランティア等の受入れに対する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

a

＜コメント＞

【25】
Ⅱ-４-（２）-①
　保育所として必要な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切に行われている。

a

＜コメント＞

・保育所における事務、経理、取引等に関するルールについては、物品事務の手引き、保育園割り当て予算等に示されています。ま
た、区の総務課が実施する保育園向け経理研修にも取り扱われています。
・園には、物品担当者がおり、職員からの物品購入の依頼を受けています。依頼を受けた物品担当者は、在庫を確認し、必要物品の
発注を行います。発注の際は、物品購入内訳書等の所定の様式に発注内容を記載し、園長が確認します。園長は確認後、区の担当課
に提出し、受理後に購入となります。物品購入に関係する園長、主任、物品担当者は社会的責任を意識し、取り組んでいます。
・園では、内部監査を定期的に行っています。園長と主任は保育所自己点検票に沿って運営面、保育内容について、各種マニュアル
等の必要書類も含め確認します。実施された内容を、こども青少年局の担当者が確認する仕組みとなっています。

（１）　地域との関係が適切に確保されている。

・地域とのかかわり方については、全体的な計画や市のホームページに記載されています。全体的な計画には、地域とのかかわりの
項目が設けられ、盲特別支援学校との交流、療育センターとの交流、ボランティアの受け入れ、中学生職業体験受け入れ等、具体的
な取り組み内容が記載されています。また、保護者・地域に対する子育て支援の項目が設けられ、育児相談、園庭開放、交流保育、
育児講座、ランチ交流等の育児支援事業内容が記載されています。
・玄関には、子育て期の情報・お役立ちファイルが常備されています。ファイルは、親子の居場所、預け先、親と子の相談、暮らし
の情報等、各分野のインデックスを貼り、利用しやすいように工夫されています。また、各クラスの入り口には、身近なイベントや
日常の暮らしに関する情報交換等ができる地域SNSアプリを紹介したピアッザと呼ばれるチラシや、学童や児童発達支援のチラシを置
くなど、個々の子ども・保護者のニーズに応じた、地域における社会資源を利用するよう推奨しています。
・盲特別支援学校や近隣小学校との定期的な交流を行っています。支援学校では学校で使用している器具や絵本の体験などを通し
て、音を頼りとして認識することを学びました。近隣小学校には子どもの作品を展示しています。

・ボランティア受け入れに関する基本姿勢については、受け入れマニュアルや誓約書に明文化されています。
・ボランティア受け入れの際は、受け入れマニュアルに沿ってオリエンテーションを実施します。その際に、個人情報の取り扱い等
に関する説明を行い、誓約書を受け取るなど、実習生・ボランティア受け入れの体制が整えられています。
・コロナ禍前は、中学生職業体験の受け入れを実施していました。現在は、保育士養成校の見学実習のみ受け入れています。

（２）　関係機関との連携が確保されている。

・玄関に散歩マップが掲示されています。散歩マップには、公園の遊具等の写真を紹介するとともに、夏は緑がきれい、桜を楽しめ
るなど、公園の特色や、公園までの経路等を記載しています。また、各配布物や掲示物はクラス別ファイルに保管し、各クラスに常
備することで、保護者がいつでも閲覧できるよう整備しています。
・事務所内には、児童相談所、療育センター、県の医師会等、関係機関の連絡先が掲示されています。また、
消火器配置図や救急・火事の際の連絡、緊急時連絡系統などが掲示され、職員間での共有が図られています。
・関係機関や団体との定期的な連絡会として、子育て支援連絡会、児童相談所と区との要保護児童について検討するカンファレン
ス、スクールゾーン対策協議会に参加しています。子育て支援連絡会では、地域の方が授乳やおむつ替え等で利用できる赤ちゃんの
駅の取り組みのルール化について検討しています。スクールゾーン対策協議会では、近隣の土木事務所関係者、警察官、小学校教員
などが参加しスクールゾーンにおける安全等について話し合っています。具体的な取り組みとして、通学路に設置されているカーブ
ミラーの位置の見直し等について検討しています。
・家庭での虐待等権利侵害が疑われる子どもへの対応については、虐待対応マニュアルに沿って対応する体制が整えられています。
また、必要に応じて児童相談所や区の担当課とカンファレンスを実施する体制が整えられています。



【26】
Ⅱ-４-（３）-①
　地域の福祉ニーズ等を把握するための取組が行われている。

a

＜コメント＞

【27】
Ⅱ-４-（３）-②
　地域の福祉ニーズ等にもとづく公益的な事業・活動が行われている。

b

＜コメント＞

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
１　利用者本位の福祉サービス

（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。 第三者評価結果

【28】
Ⅲ-１-（１）-①
　子どもを尊重した保育について共通の理解をもつための取組を行っている。

a

＜コメント＞

（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

・地域の福祉ニーズについては、赤ちゃんの駅の取り組み、園庭開放、交流保育、育児相談等を通して把握しています。園では育児
支援担当保育士を配置し、担当保育士は月の園庭開放の利用者数等を集計し分析しています。分析内容からは、保護者同士の交流の
場や子育て等について話せる人の存在の必要性、同じ年齢ぐらいの子どもと遊ばせたいという思いなど、細かな地域の福祉ニーズや
生活課題等の把握に努めています。また、園庭開放を利用する保護者とも積極的に交流し、個々の家庭に応じたニーズの把握にも努
めています。

・把握された福祉ニーズにもとづき、園では、育児支援計画を作成し、様々な育児支援事業に取り組んでいます。園庭開放、育児講
座、交流保育、ランチ交流、ホール開放、誕生会、育児相談等が挙げられ、計画等で明示しています。これらの活動については、年
間カレンダー及び月の育児支援カレンダーとして予定を示しています。また、育児新事業の紹介として活動の写真を掲載したチラシ
を作成し、地区センターや地域ケアプラザ、また、地域の親子広場や図書館等の施設に郵送するとともに、地域の子育て支援拠点で
配布しています。さらに、県が発行する広報誌や市のホームページで紹介しています。
・園庭開放を利用する家庭との交流の中で、個々の家庭のニーズに応じた取り組みを実施しています。同じ年齢の子どもと遊べるよ
うに仲立をしたり、年齢に合わせた遊具を用意したりするなどの取り組みを行っています。また、交流の中で子どもとの接し方や遊
び方などの日常の様々な心配事の相談を受けるとともに、一人ひとりの保護者の長所を引き出し、育児支援事業を利用して良かった
と感じられるよう取り組んでいます。
・社会福祉分野のみならず、地域コミュニティの活性化やまちづくりなどの一環として、子どもと一緒に近隣の公園にチューリップ
の球根を植える取り組みを行っています。
・地域との連携として、地域の親子が、園の防災訓練に参加することもあります。今後は、地域の防災対策や、被災時における福祉
的な支援を必要とする人びと、住民の安全・安心のための備えや支援の取り組みが期待されます。

・子どもを尊重した保育の実施については、全体的な計画、保育目標、保育姿勢に明示され、玄関、事務室に掲示されています。具
体的な取り組みついては、遊びの約束、おむつの交換手順、園外保育手順等が納められた業務マニュアルに示され、マニュアルを各
クラスで配置し、職員が理解し実践するための取り組みにつなげています。
・子どもを尊重した保育の提供に関する「倫理綱領」については、よこはま☆保育・教育宣言やよこはまの保育に明示されていま
す。明示された内容については、年間指導計画、月間指導計画、週案等の各種指導計画に反映させ日々の保育実践につなげていま
す。
・子どもの尊重や基本的人権への配慮については、区が主催する人権研修、コンプライアンス研修をeラーニングも含め受講していま
す。人権研修では、子どもの人権をはじめ、インターネットと人権、犯罪被害者と人権、性的マイノリティの人権等について、幅広
く学んでいます。
・子どもの尊重や基本的人権への配慮について、月２回実施される乳幼児会議や月１回実施されるカリキュラム会議を通して、定期
的に状況の把握・評価等を行い、必要な対応を図っています。
・子どもが互いを尊重するための具体的な取り組みとして、日常の活動の中で異年齢交流による取り組みが行われています。一例と
して、三輪車にまたがっている０歳児がバランスを崩しそうになると、1歳児の子どもが「大丈夫」と言葉をかけ、優しく体勢を整え
てあげるなど、自然に年下の子どもに対して、思いやりの気持ちをもって接する姿が見られました。
・性差への先入観による固定的な対応をしないよう、職員は、市が作成した動画「より良い保育のために」の視聴や、区が主催する
LGBTに関する人権研修等を受講しています。また、区が主催する外国人の人権、職業をめぐる偏見や差別等の研修を受講し理解を深
めています。子どもの人権、文化の違い、互いに尊重する心についての方針等は、重要事項説明書や懇談会の資料等を通して、保護
者の理解を図る取り組みを行っています。



【29】
Ⅲ-１-（１）-②
　子どものプライバシー保護に配慮した保育が行われている。

a

＜コメント＞

【30】
Ⅲ-１-（２）-①
　利用希望者に対して保育所選択に必要な情報を積極的に提供している。

a

＜コメント＞

【31】
Ⅲ-１-（２）-②
　保育の開始・変更にあたり保護者等にわかりやすく説明している。

a

＜コメント＞

【32】
Ⅲ-１-（２）-③
　保育所等の変更にあたり保育の継続性に配慮した対応を行っている。

b

＜コメント＞

【33】
Ⅲ-１-（３）-①
　利用者満足の向上を目的とする仕組みを整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

・子どものプライバシーの保護については、横浜市職員行動基準に、「人権」と「環境」に配慮し行動するなど、社会福祉事業に携
わる者としての姿勢・責務等が明記されています。職員行動基準は名刺の大きさに記載され、全職員が携帯しています。また、区が
主催する人権研修及びコンプライアンス研修を全職員が受講しています。さらに、個人情報保護月次研修として、市の担当課が作成
する、個人情報について留意すべき点が記載された書面について、毎月、全職員が内容の確認をしています。
・一人ひとりの子どもにとって、生活の場にふさわしい快適な環境を提供し、子どものプライバシーを守れる設備等の工夫として、
夏期シャワー時のシャワーカーテン、おむつ替え時の衝立等の使用をしています。
・入園時には必ず、重要事項説明書にて、写真や動画の使用について、保護者に説明するとともに、同意書をいただいています。

・市のホームページや保育所等の情報紹介サイトである「えんみっけ」や、区の広報誌等で園の理念や基本方針、保育の内容、育児
支援事業等について掲載するなど、多くの人が必要な情報を入手できるよう取り組んでいます。
・保育園のしおりには、保育理念や基本方針、保育の内容や保育所の特性等の紹介の他、食育活動、リズム遊び、異年齢交流・障害
児保育等、園の特色が記載されています。また、育児支援センター園として子育てに関わる情報提供や施設の活用など、地域の子育
て家庭を支援することが記載され、育児支援事業を紹介したQRコードを載せています。
・園の利用希望者に対して、園見学を実施しています。また、園庭開放の利用時に案内をしたり、電話でも対応しています。園見学
は、園長と主任が担い、日程調整をし、個別に丁寧な説明を実施しています。

・保育の開始にあたっては、重要事項説明書を使用し入園説明会、個別の入園面接で説明し保護者等の意向の聞き取りに配慮してい
ます。持ち物については見本の提示をするなど、わかりやすく説明する工夫が図られています。説明内容を踏まえ、保護者からの同
意を得ています。
・保育の開始・変更時には、重要事項説明書で説明し、保護者等は同意をしたうえで、利用契約書、契約児童情報変更票等、必要書
類を提出しています。
・特に配慮が必要な保護者への説明については、ルール化され、適正な説明、運用が図られています。一例として、アレルギー児へ
の対応は、市の書式である生活管理指導票、緊急時個別対応票を使用し説明しています。アレルギー面談には、保護者、園長、調理
士、担任が参加し、毎月の献立を照らし合わせ、提供する食材の確認を行っています。また、園では月に１回、園長、調理師、アレ
ルギー児が在籍するクラス担任が参加し、献立のアレルギー確認をするなど、アレルギー会議が実施されています。

・保育所の変更にあたっては、区の担当課を通して、入園時面談票等の共有など、必要に応じた情報共有が行われています。
・園は区の育児支援センター園として市のホームページに公表しています。相談窓口として、育児支援担当保育士を配置するなど、
園として子どもや保護者等が相談できる体制が整っています。
・保育所の利用が終了した後の相談窓口として、元担任や主任、園長等が中心となり必要に応じて丁寧な対応していますが、現在、
文書化は行っていません。

・日々の保育の中で、子どものやりたいこと、興味を持っていることを把握し保育の中に取り入れています。また、ドキュメンテー
ション日誌を作成し、園長や主任と写真を通して具体的な子どもの様子や取り組みを共有する中で、子どもの満足を把握するように
努めています。
・保護者に対し、利用者満足に関する調査として、年に1回の園全体に関する保護者アンケートをはじめ、保護者参加の行事の後に感
想を寄せてもらっています。また、玄関にはコミュニケーションボックスを設置し、利用者満足の把握に努めています。
・利用者満足を把握する目的で、年に１回、個人面談及び保育参加を行うとともに、年に２回、懇談会を実施しています。
・コロナ禍以前は、年に１回開催される、保護者会の総会に園長が出席していました。コロナ禍は書面総会を実施し、園長は書面に
て内容を確認しました。
・アンケート結果に関しては、職員会議において全職員で共有するとともに、分析・検討につなげています。一例として、新型コロ
ナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、保育参加を再開する取り組みにつなげました。

（３）　利用者満足の向上に努めている。



【34】
Ⅲ-１-（４）-①
　苦情解決の仕組みが確立しており、周知・機能している。

a

【判断した理由・特記事項等】

【35】
Ⅲ-１-（４）-②
　保護者が相談や意見を述べやすい環境を整備し、保護者等に周知している。

a

＜コメント＞

【36】
Ⅲ-１-（４）-③
　保護者からの相談や意見に対して、組織的かつ迅速に対応している。

a

＜コメント＞

【37】
Ⅲ-１-（５）-①
　安心・安全な福祉サービスの提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築されている。

a

＜コメント＞

（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。

・苦情解決の体制については、相談・苦情受付窓口をクラス担任または主任保育士とし、相談・苦情解決責任者を園長としていま
す。また、第三者委員を設置しています。これらの内容は、重要事項説明書に保育内容に関する相談・要望・苦情の項目を設け、苦
情解決制度（保育サービス改善のためのシステム）、相談・苦情窓口、苦情解決第三者委員について、図や表などを使用し、分かり
やすく記載しています。記載内容は玄関にも掲示しています。
・苦情内容については、苦情申し出・保護者対応記録簿に記載し、適切に保管されています。また、日々の保育の中で把握された苦
情内容や意見等に関しては、園長を含め職員で検討した上で、迅速な対応を行っています。一例として、屋外でシャワーを実施する
際の改善の申し出があり、子どものプライバシーを守る設備の工夫として、シャワーカーテンを設置しました。また、苦情相談内容
は、保育所の自己評価の課題として取り上げ、保育の質の向上に関わる取り組みが行われています。一例として、昨年度は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策のため、保育室への保護者の入室制限があり、園の様子が分かりづらいなどの意見がありました。そ
のため、写真を多く取り入れたドキュメンテーションの導入、クラス懇談会での動画の上映を行いました。また、電子媒体である保
育園業務システムの使用機能を拡大し、「成長記録」「連絡（遅刻欠席）」で使用するとともに、お知らせ配信の頻度を増やしまし
た。課題への取り組みについては、保育所の自己評価の結果を公表しています。

・保育内容に関する相談・要望・苦情については、重要事項説明書に記載され、苦情受付担当者はクラス担任または主任保育士、苦
情解決責任者は園長と記載されています。また、2名の苦情解決第三者委員の氏名や連絡先とともに、直接第三者委員へ申し出を行う
ことができる旨も記載されています。さらに、横浜市福祉調整委員会にも申し出ができる旨を記載しています。これらの内容は玄関
に掲示しています。
・相談をしやすい、意見を述べやすいスペースの確保として事務所の面談スペースを利用し、面談を実施しています。また、コミュ
ニケーションボックスを設置し、保護者等が苦情を申し出しやすい工夫を行っています。

・写真と文章で活動の過程や保育で大切にしている点などを伝えるドキュメンテーションの掲示や、連絡票、また送迎時にコミュニ
ケーションをとりながら情報共有を行うことで、保護者が相談しやすく意見を述べやすいように配慮しています。
・コミュニケーションボックスの設置や行事後の保護者の感想、また、年に1回実施される、園全体に関する保護者アンケートを通し
て、保護者の意見を積極的に把握する取り組みが行われています。保護者からの意見等は、苦情対応マニュアルに沿って、職員間で
検討し常に迅速な対応を行っています。
・意見等にもとづき、保育の質の向上に取り組んでいます。一例として、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行に伴い、
夏と秋に１カ月ずつの期間を設け、保育参加を実施しました。保育参加では、保護者が参加希望日を提出し、園が参加人数を調整し
実施しました。保護者は、午前中の活動で子どもと遊んだり紙芝居を読むなど、保育に参加できる機会となりました。
・苦情対応についてのマニュアルは、その都度必要に応じて見直すとともに、年度末に定期的な見直しが行われています。

・リスクマネジメントに関する責任者の明確化については、安全管理マニュアル、リスクマネジメント、事故対応マニュアル、通院
マニュアル等で責任者を明確にしています。
・事故発生時の対応と安全確保についての責任、手順等については、事故対応マニュアルに示され、職員に周知が図られています。
・子どもの安心と安全を脅かす事例の収集については、事故報告書及びヒヤリハット報告にて積極的に行われています。事故報告書
やヒヤリハットの内容については、ミーティングや各種会議で再発防止策を検討し、改善につなげています。また、他園での事例に
ついても共有しています。
・職員に対して、リスクマネジメント研修等の共有を通して、安全確保・事故防止に関する周知を行っています。
・事故防止策等の安全確保策の実施状況や実効性については、遊びの約束、散歩マニュアル、避難訓練計画SIDS表、アレルギーの対
応等のマニュアル類を通して、定期的に評価・見直しを行っています。見直しは、各マニュアルを職員が分担して行い、期限内に園
長と主任に提出します。見直された内容について、園長と主任が確認し、改定等につなげています。



【38】
Ⅲ-１-（５）-②
　感染症の予防や発生時における子どもの安全確保のための体制を整備し、取組を行っている。

a

＜コメント＞

【39】
Ⅲ-１-（５）-③
　災害時における子どもの安全確保のための取組を組織的に行っている。

a

＜コメント＞

２　福祉サービスの質の確保

（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。 第三者評価結果

【40】
Ⅲ-２-（１）-①
　保育について標準的な実施方法が文書化され保育が提供されている。

a

＜コメント＞

【41】
Ⅲ-２-（１）-②
　標準的な実施方法について見直しをする仕組みが確立している。

a

＜コメント＞

・標準的な実施方法については、保育業務マニュアル、横浜市職員行動基準、全体的な計画、よこはま☆保育・教育宣言等に適切に
文書化されています。
・子どもの尊重、プライバシーの保護や権利擁護については、重要事項説明書や全体的な計画に記載されています。重要事項説明書
には、プライバシーの保護の項目が設けられ、職員は、保育所保育指針にもとづき、子どもの人権およびプライバシーの保護に努め
ることが明記されています。また、全体的な計画には、保育理念の項目に、一人ひとりの子どもの最善の利益を第一に考え、保育を
通してその福祉を積極的に増進するように努める旨が明記されています。
・標準的な実施方法については、職員会議やカリキュラム会議、また日々のドキュメンテーション日誌の共有を通して具体的な保育
内容についての意見交換を行い、標準的な実施方法にもとづいて実施されているかどうかを確認しています。
・標準的な実施方法により、保育実践が画一的なものとならないよう、子ども一人ひとりの興味や関心、発達に応じた月間指導計画
及び個別指導計画を作成し実践しています。

・感染症対策について、園長・主任を中心に管理体制が整えられています。感染症の予防と発生時等の対応として、感染症防止マ
ニュアルを整備し、日々のミーティングや、月１回実施される職員会議にて、周知を図っています。
・市立園在籍の看護師が年に2回巡回し、園児に健康についての指導等を行うとともに、職員に対して感染症や嘔吐処理の情報を提供
しています。巡回の際は、看護師への質問事項を子どもに募るなど、子どもが興味関心を持てるよう配慮しています。指導の一例と
して、咳をした際の飛沫の様子をゴムなどを使って視覚的に伝える取り組みが行われます。また、絵本を通して、日ごろの手洗いの
仕方を伝えています。看護師から話を聞くことで、子どもの理解の深まりにつながっています。
・感染症が発生した際には、感染防止マニュアルに沿って迅速な対応が行われています。嘔吐処理セットは各クラスに設置されてい
ます。
・感染症が発生した際は、感染症の状況を伝えるホワイトボードを使用し、情報提供を行っています。ボードは、病名、発生日、提
出が必要な書類、クラス等の項目が設けられ、一目で状況が分かるよう工夫されています。また、保健だより等を通した情報提供も
行われています。

・災害時の対応体制は、災害対応（地震・火災・風水害等）マニュアル、区保育・教育活動班マニュアルに明記され周知されていま
す。
・立地条件等から災害の影響を把握し、防災備蓄品の把握、落下防止対策、耐震工事、施設・設備点検を実施するなど、建物・設備
類や保育を継続するために必要な対策を講じています。また、土砂災害に備えた避難訓練計画を策定し、訓練を実施しています。
・子ども、保護者及び職員の安否確認の方法については、電子媒体である保育園業務システムを使用し、園の状況等を一斉配信して
います。また、災害伝言ダイヤルを利用しています。
・食料や備品類等の備蓄については、備蓄品担当による管理が行われています。備蓄品は備品台帳、物品管理簿を作成し、整備され
ています。
・安全計画を作成し、毎月の避難訓練、消防署立ち合い訓練、区役所との無線訓練、土砂災害訓練を実施しています。

・標準的な実施方法については、区内市立園での共有や、こども青少年局の監査による注意事項を踏まえて、職員会議、カリキュラ
ム会議、クラス会議等を通して振り返りが行われています。一例として、以前は怪我等があった際に、通院する事項も通院が必要な
い事項も同様の書類に記載していましたが、現在は、別の書類に記載するようにしました。また、新型コロナウイルス感染症の５類
感染症への移行に伴い、子どもの席の配置や職員が休憩する際の席の配置等の見直しを行いました。
・検証・見直しにあたっては、年に1回、保護者アンケートの結果を踏まえて、職員全員で保育所自己評価を実施するなど、保護者や
職員からの意見や提案が反映されるような仕組みになっています。



【42】
Ⅲ-２-（２）-①
　アセスメントにもとづく指導計画を適切に作成している。

a

＜コメント＞

【43】
Ⅲ-２-（２）-②
　定期的に指導計画の評価・見直しを行っている。

a

＜コメント＞

【44】
Ⅲ-２-（３）-①
　子どもに関する保育の実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化されている。

a

＜コメント＞

【45】
Ⅲ-２-（３）-②
　子どもに関する記録の管理体制が確立している。

a

＜コメント＞
・子どもの記録の保管、保存、廃棄、情報の提供に関する方針については、個人情報保護マニュアルに定められ、事務所内の鍵付き
書庫への保管、保存文書期間遵守後の廃棄などの取り組みが行われています。
・個人情報の不適正な利用や漏えいに対する対策と対応方法については、個人情報漏えい事故防止等マニュアルに規定されていま
す。
・記録管理の責任者を園長とし、個人情報の記載がある書類等は事務室内で閲覧するなど適切な管理が行われています。
・記録の管理については、区の担当課長による個人情報マニュアル・個人情報研修を全職員が受講しています。また、個人情報につ
いて留意すべき点が記載された、情報セキュリティ・個人情報保護月次研修の内容を回覧し、毎月全職員が確認をしています。
・個人情報の取り扱いについては、写真撮影の有無等、重要事項説明書を通して保護者等に説明し、同意を得ています。

（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

・指導計画の策定は、電子媒体である保育園業務システムを使用し各クラス担任が作成し、園長が確認、承認をしています。
・入園の際は、入園面談を行うとともに、保護者が提出する児童票、健康台帳等を通して子どもの成育歴や生活状況、身体状況等の
把握をしています。在園児については、保育園業務システム内の発達記録等を使用し、適切なアセスメントにつなげています。ま
た、配慮が必要な子どもについては、一覧を作成し、全職員で共有しています。
・療育センターによる巡回相談、児童相談所との連携、小学校や区のこども家庭支援課との情報共有、また、保健師との情報共有を
行っており、さまざまな職種の関係職員や、必要に応じて保育所以外の関係者も参加して、アセスメント等に関する協議を実施して
います。
・全体的な計画にもとづき、年間指導計画、月間指導計画、週案、日案が策定されています。
・送迎時の保護者からの聞き取り内容を個別の指導計画等に反映させるなど、子どもと保護者等の具体的なニーズを反映させた計画
を策定しています。計画の策定にあたっては、保護者面談や療育センターによる巡回相談の内容も反映させています。
・職員会議やカリキュラム会議、クラス会議を通して、指導計画にもとづく保育実践についての振り返りや評価を行う仕組みが構築
され、機能しています。
・支援困難なケースの対応については、療育センターの巡回相談、こども家庭支援課との連携を通して、積極的かつ適切な保育の提
供を行っています。

・全体的な計画は年度末に見直し、年間指導計画などの各種指導計画は、定められた時期に見直しが行われています。
・見直しによって変更した指導計画の内容については、カリキュラム会議、クラス会議、回覧を通して関係職員に周知する手順と
なっています。
・指導計画を緊急に変更する場合は、クラス会議、乳幼児会議、カリキュラム会議を踏まえ、園長に報告され、全体に周知する仕組
みとなっています。
・支援計画の評価・見直しにあたっては、家庭との連携を踏まえ、支援計画に反映するよう取り組んでいます。個別支援計画には、
家庭及び専門機関との連携の項目が設けられ、振り返りを行うことで課題等が明確になるよう取り組んでいます。
・評価した結果については、各種指導計画の作成に生かされています。

（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

・子どもの発達状況や生活状況等は、個別支援計画、個人記録、クラス日誌、児童健康台帳、連絡帳等の、市が定めた統一様式に
よって把握し記録しています。
・個別の支援計画等にもとづく保育が実施されていることを、記録により確認することができます。
・クラス日誌やドキュメンテーションは、園長と主任が確認した際に、子どもの発達的視点が示されているかなどの記載する際の留
意点を伝え、記録する職員で記録内容や書き方に差異が生じないよう取り組んでいます。
・園における情報については、基本的に全職員で共有する仕組みとなっています。ミーティングノートや会議報告等は事務室に常備
し、いつでも確認できるような仕組みが整備されています。月に１回実施される、職員会議やカリキュラム会議の欠席者には、別途
報告会を設け、担当者から直接内容を伝えています。


